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献血にご協力を献血にご協力を。。
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血
は
、
国
か
ら
唯
一
、
採
血

　
　
　

事
業
者
と
し
て
許
可
を
受
け

て
い
る
日
本
赤
十
字
社
が
行
っ
て
い

ま
す
。

病
気
や
、
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
た
め
、

健
康
な
人
が
自
発
的
に
自
分
の
血
液

を
無
償
で
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
人

の
た
め
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

献
血
の
種
類

献
血
方
法
に
は
、
全
血
献
血
、
成

分
献
血
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

全
血
献
血
と
は
血
液
全
て
を
献

血
す
る
方
法
で
す
。
そ
の
中
で
も

2
0
0 

献
血
と
4
0
0 

献
血
の

2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
4
0
0 

献

血
は
年
齢　

歳
以
上
で
体
重　

キ

18

50

ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
方
に
お
願
い
し

て
お
り
、
2
0
0 

献
血
に
比
べ
て

輸
血
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
や

そ
の
他
の
副
作
用
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

成
分
献
血
は
、
成
分
採
血
装
置
を

血
液
の
ゆ
く
え

献
血
い
た
だ
い
た
血
液
は
、
血
液

型
や
感
染
症
予
防
の
た
め
の
ウ
イ
ル

ス
の
抗
原
・
抗
体
検
査
、ま
た
献
血
後

に
お
知
ら
せ
す
る
生
化
学
検
査
、
血

球
計
数
検
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

現
在
の
輸
血
医
療
は
、
必
要
な
成
分

（
赤
血
球
、
血
小
板
、
血
漿
）の
み
を

輸
血
す
る
成
分
輸
血
が
主
流
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
為
2
0
0 

献

血
、
4
0
0 

献
血
に
よ
る
血
液
は
、

各
成
分
の
比
重
値
の
差
を
利
用
し

て
、
赤
血
球
、
血
小
板
、
血
漿
に
分

離
さ
れ
ま
す
。
成
分
献
血
の
場
合
は

献
血
時
に
分
離
し
て
採
血
す
る
の

で
、ほ
と
ん
ど
分
離
は
行
い
ま
せ
ん
。

分
離
さ
れ
た
血
液
は
、
検
査
結
果

と
照
合
し
、
す
べ
て
に
合
格
し
た
血

液
の
み
が
輸
血
用
血
液
と
な
り
ま

す
。
検
査
に
合
格
し
た
輸
血
用
血
液

は
厳
重
な
品
質
管
理
の
下
に
冷
蔵

庫
、
冷
凍
庫
で
保
管
し
ま
す
。
種
類

に
あ
わ
せ
て
、
も
っ
と
も
適
し
た
条

件
で
保
管
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

成分献血全血献血
献血の種類

血漿献血血小板献血４００ml献血２００ml献血

１８歳～６９歳１８歳～５４歳１８歳～６９歳１６歳～６９歳可能な年齢

男性４５kg以上

女性４０kg以上

男性４５kg以上

女性４０kg以上

男女ともに

５０kg 以 上

男性４５kg以上

女性４０kg以上
可能な体重

９０mmHg最高血圧

　　血小板成分献血は1回を　　

2回分換算して24回以内

男性　３回

女性　２回

男性　６回

女性　４回

年間可能

献血回数

献血って？？

献
血
基
準

献

用
い
て
血
液
中
の
血
小
板
や
血
漿
を

献
血
す
る
方
法
で
す
。
全
血
を
採
取

し
、
遠
心
分
離
器
で
得
た
必
要
な
成

分
を
回
収
し
た
後
、
遠
心
分
離
器
内

で
抗
凝
固
薬（
ク
エ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
）を
混
ぜ
た
残
り
の
血
液
を
体
内

に
返
血
す
る
手
順
を
複
数
回
繰
り
返

し
ま
す
。
そ
の
た
め
採
血
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
身
体
へ
の
負
担
は
少

な
く
な
り
ま
す
。
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更
別
村
の
計
画
と
実
績

村
で
は
、
下
の
表
の
計
画
と
実
績

の
と
お
り
達
成
率
を
常
に
超
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
年
３
回
実

施
さ
れ
て
い
る
献
血
は
、
毎
年
度
１

３
５
人
区
前
後
で
維
持
し
、
ほ
ぼ
横

ば
い
の
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
安

定
的
に
献
血
を
供
給
し
て
い
る
一
方

で
、
新
し
く
献
血
を
し
て
も
ら
え
る

方
が
少
な
く
、　

人
く
ら
い
の
献
血

４０

者
が
常
に
村
の
数
字
に
反
映
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

計
画
は
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
自

治
体
の
人
口
数
か
ら
献
血
実
績
を
割

り
出
し
た
平
成　

年
度
の
献
血
率

２１

は
、更
別
村
が
３
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
と

北
海
道
の
平
均
献
血
率
４
・
９
パ
ー

セ
ン
ト
、十
勝
管
内
の
平
均
４
・
８
パ

ー
セ
ン
ト
か
ら
み
る
と
献
血
協
力
者

が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

実　績計　画

年　　　度 計　画

達成率
合　計

４００ml

献　血

２００ml

献　血
合　計

４００ml

献　血

２００ml

献　血

１１７．４％１３５人１０９人２６人１１５人９０人２５人平成１９年度

１１３．９％１３１人１０９人２２人１１５人９０人２５人平成２０年度

１１１．７％１３４人１１３人２１人１２０人１００人２０人平成２１年度

――――１２５人１０５人２０人平成２２年度

更別村の計画と実績

0

30

60

90

120

150 400ml 献血 200ml 献血

村の状況は？

若
年
者
の
献
血
離
れ

若
年
層
の
献
血
離
れ
が
深
刻
化

し
、
将
来
的
に
輸
血
用
血
液
が
不
足

す
る
恐
れ
が
出
て
い
ま
す
。
日
本
赤

十
字
社
に
よ
る
と
、
献
血
者
数
は
１

９
８
５
年
の
約
８
７
０
万
人
を
ピ
ー

ク
に
、
２
０
０
８
年
に
は
約
５
０
８

万
人
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。 

特
に
若
年
層
で
、　

代
は
こ
の　

１０

１０

年
で
半
減
し
て
い
ま
す
。 

１
９
８

５
年
の　

〜　

歳
を
見
る
と
、
献
血

１６

１９

者
１
７
９
万
人
、
献
血
率　

パ
ー
セ

２５

ン
ト
で
し
た
。　

代
は
献
血
者
２
６

２０

０
万
人
、献
血
率
は　

・
６
パ
ー
セ
ン

１７

ト
で
し
た
が
、
２
０
０
８
年
は　

〜
１６

　

歳
の
献
血
者
が
１
９
８
５
年
の
５

１９分
の
１
に
、　

代
は
半
分
以
下
に
な

２０

っ
て
い
ま
す
。
大
幅
に
献
血
者
が
減

っ
た
の
は
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減

少
に
加
え
て
、
若
者
の
献
血
離
れ
が

進
ん
で
い
る
か
ら
と
い
え
ま
す
。

献
血
を
ご
遠
慮

　
　

い
た
だ
く
場
合

輸
血
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
献
血
を

ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
心
臓
病
な
ど
特
定
の
病
気
に
か
か

っ
た
こ
と
の
あ
る
方

■
服
薬
中
、
妊
娠
中
・
授
乳
中
、
発

熱
な
ど
の
方

■
エ
イ
ズ
、
肝
炎
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス

保
有
者
、
ま
た
は
そ
れ
と
疑
わ
れ

る
方

■
輸
血
歴
・
臓
器
移
植
歴
の
あ
る
方

■
ピ
ア
ス
の
穴
を
あ
け
て
間
も
な
い

方
■ 
1
年
以
内
に
い
れ
ず
み
を
入
れ

た
方

■ 
予
防
接
種
を
受
け
て
間
も
な
い

方
■
出
血
を
伴
う
歯
科
治
療（
歯
石
除

去
を
含
む
）を
し
た
方

■
海
外
か
ら
帰
国
し
て
間
も
な
い
方

■
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

（
C
J
D
）の
方
、
ま
た
は
そ
れ
と

疑
わ
れ
る
方

上
記
以
外
に
も
、
患
者
さ
ん
や
献

血
さ
れ
る
方
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
、
検
診
医
が
献
血
を
ご
遠
慮
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
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初めての献血

病気やけがなどで輸血を必要としている患者さんの尊い生命を救うため、１６歳から６４歳までの健康な方に献血
のご協力をお願いしています。今回、初めて献血に挑戦する山下主事に協力してもらい手順を紹介します。

献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手献血手順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順

問い合せ　役場住民生活課住民生活担当　�５２－２１１２　

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐＳｔｅｐ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

●献血移動車へ

献血推進キャラクタ

ー「けんけつちゃん」

が描かれた可愛らし

いバスへ乗り込みま

す。

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐＳｔｅｐ４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４

●問診

●血圧測定

記入した問診票に基

づいた問診と血圧測

定を行います。

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐＳｔｅｐ６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６

●休憩

献血後、バスの後部

座席で５分ほど休憩

します。用意されて

いる飲み物で水分を

補給します。

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐＳｔｅｐ７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７

●献血終了

献血カードを受け取

り終了です。献血カ

ードには次回献血可

能日が印字してあり

ます。

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐＳｔｅｐ５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５

●献血

バスの中には採血ベ

ッドが４台あり、い

よいよ献血が始まり

ます。４００mlの採血

で１０分程度かかりま

す。

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐＳｔｅｐ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３

●血液比重測定

●血液型仮判定

血液比重やヘモグロ

ビンの量を調べて、

貧血の心配がないか

を確認し、血液型の

仮判定を行います。

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐＳｔｅｐ１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

●受付

●問診票の記入

申込書に記入し、安

全に献血ができ患者

さんが安心して輸血

できるよう健康状態

を確認するため、問

診票に記入します。

「献血は痛いイメージがありましたが、全然痛みはあ
りませんでした。これからも献血に協力していきた
いです」　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下浩平

献血後の感想
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エゾシカなどの野生鳥獣による村内での農作物被害は、毎年数百万円規模にのぼっていますが、村内で捕獲従
事にあたっている狩猟者は現在９名しかおらず、被害防止に向けて育成が急務となっています。
このため、昨年から関係機関・団体で「更別村鳥獣害防止対策協議会」（会長岡出村長）を設立し、村・農協の経
費負担で、狩猟資格取得費用と用具整備費用の３分の２を目安に助成しています。
有害鳥獣から大切な農作物を守るため、皆さんの応募をお待ちしています。

■銃の所持には�と�両方の資格が必要です。
■�～�の合計で、１人当たり２０万円を限度に助成を行います。
■資格取得後、捕獲業務に従事したときには、出役報償費・捕獲報償費が支給されます。

�狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩猟猟猟猟猟猟猟猟猟猟免免免免免免免免免免許許許許許許許許許許取取取取取取取取取取得得得得得得得得得得にににににににににに要要要要要要要要要要すすすすすすすすすするるるるるるるるるる費費費費費費費費費費用用用用用用用用用用のののののののののの３３３３３３３３３３分分分分分分分分分分のののののののののの猟免許取得に要する費用の３分の２２２２２２２２２２２
予備講習会受講料や試験申請手数料など概ね１７，０００円の費用の３分の２、１１，０００円程度を助成し
ます。
※助成対象は第１種銃猟免許（散弾銃・ライフル銃・空気銃の資格）です。

�用用用用用用用用用用具具具具具具具具具具整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備にににににににににに要要要要要要要要要要すすすすすすすすすするるるるるるるるるる費費費費費費費費費費用用用用用用用用用用のののののののののの３３３３３３３３３３分分分分分分分分分分のののののののののの用具整備に要する費用の３分の２２２２２２２２２２２
装薬銃／ガンロッカー／装弾ロッカー／銃カバー（ケース）などの費用を助成し、１４０，０００円を上限
とします。
※助成対象となる銃は装薬銃ですが、ライフル銃は散弾銃所持から原則１０年経過しないと許可が
得られないため、必然的に散弾銃が助成対象となります。

助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象経経経経経経経経経経経経経経費費費費費費費費費費費費費費・・・・・・・・・・・・・・助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成助成対象経費・助成率率率率率率率率率率率率率率率

�銃銃銃銃銃銃銃銃銃銃のののののののののの所所所所所所所所所所持持持持持持持持持持許許許許許許許許許許可可可可可可可可可可にににににににににに要要要要要要要要要要すすすすすすすすすするるるるるるるるるる費費費費費費費費費費用用用用用用用用用用のののののののののの３３３３３３３３３３分分分分分分分分分分のののののののののの銃の所持許可に要する費用の３分の２２２２２２２２２２２
講習会受講手数料や射撃教習資格認定申請、猟銃等火薬類譲受許可申請などの手数料、射撃教習
料など概ね７４，０００円の費用の３分の２、４９，０００円程度を助成します。
※助成対象は装薬銃（散弾銃・ライフル銃）の所持許可です。

�更別村に住所を有する方。

�鳥獣保護法・銃刀法で定める欠格事由に該当しない方。（２０歳に満たない、精神障害・意識障害な

どにかかっている、麻薬・覚せい剤の中毒者など）

�助成金の交付を受けてから一定期間村内に居住し続ける見込みがあり、協議会からの要請に対し、

ある程度の捕獲出動が可能な方。

※助成金交付後要件を満たせない場合は、助成金を返還していただく場合があります。

助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象者者者者者者者者者者者者者者のののののののののののののの要要要要要要要要要要要要要要助成対象者の要件件件件件件件件件件件件件件件

�事業着手前に申請書を提出していただきます。
�助成金の交付決定を受けた方は、狩猟免許・銃所持許可取得、猟具等整備後に実績報告書を提出
していただき、その後助成金の交付となります。

申申申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請請請方方方方方方方方方方方方方方申請方法法法法法法法法法法法法法法法

日　　時　７月４日（日）
場　　所　十勝合同庁舎　帯広市東３条南３丁目
申し込み　６月１８日（金）までに十勝総合振興局へ申請書を提出してください。
※助成対象の第１種銃猟免許と共に、第２種銃猟免許（空気銃）、網猟免許、わな猟免許の試験も行わ
　れます。
※翌年の２月６日（日）にも同一の試験が行われ１月２０日（木）までの申し込みになっています。

狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩猟猟猟猟猟猟猟猟猟猟猟猟猟猟免免免免免免免免免免免免免免許許許許許許許許許許許許許許試試試試試試試試試試試試試試狩猟免許試験験験験験験験験験験験験験験験

●助成の申請や問い合せ　
　更別村鳥獣害防止対策協議会事務局（役場産業課林務担当　�５２－２１１５）
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期
が
６
年
あ
る
参
議
院
議
員
の 

　
　
　

半
数
を
３
年
ご
と
に
改
選
す
る

第　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
７
月

２２
に
行
わ
れ
ま
す
。

家
族
や
地
域
、
学
校
や
職
場
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
生
活

や
社
会
を
良
く
す
る
た
め
に
、
意
見
を
反

映
さ
せ
て
く
れ
る
代
表
者
を
選
ぶ
大
切

な
選
挙
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
選
挙
に

関
心
を
寄
せ
る
こ
と
で
、
も
っ
と
身
近
な

も
の
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
一
票
を
棄
権
す

る
こ
と
な
く
、
忘
れ
ず
に
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。投投投投投投投投投投

票票票票票票票票票票
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
ここここここここここ
とととととととととと

投
票
す
る
こ
と
ががががががががががが

でででででででででで
きききききききききき
るるるるるるるるるる

　
　
　
　
　

で
き
る
方方方方方方方方方方方

今
回
の
選
挙
で
投
票
出
来
る
の
は
、
次

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

●
選
挙
権

日
本
国
民
で
、
投
票
日
を
基
準
と
し
て

満　

歳
以
上
の
方
に
選
挙
権
が
与
え

２０
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
誕
生
日
の
前
日
を
も
っ
て
満
年
齢
と

な
り
ま
す
。

期期期期期期期期期期
日日日日日日日日日日
前前前前前前前前前前
投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票

期
日
前
投
票
がががががががががががでででででででででで

きききききききききき
まままままままままま

　
　
　
　
　

で
き
ま
すすすすすすすすすすす

病
気
や
外
出
、
お
仕
事
な
ど
で
選
挙
当

日
に
投
票
が
出
来
な
い
方
の
た
め
、
期
日

前
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
８
時
ま
で
に
役
場
１
階
村
民
ホ
ー

ル
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
が
出
来
る
期
間　

公
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
選
挙
当
日
に　

歳
を
迎
え
る
方
は
、

２０

前
日
ま
で
に
選
挙
権
を
有
し
ま
せ
ん

の
で
、
不
在
者
投
票
の
手
続
き
を
す

る
こ
と
で
投
票
日
前
に
投
票
が
で
き

ま
す
。

選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
当当当当当当当当当当
日日日日日日日日日日
のののののののののの
投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票

選
挙
当
日
の
投
票
所所所所所所所所所所所

●
役
場
庁
舎

更
別
市
街
、
更
別
区
、
南
更
別
区
、
更

　

別
東
区
、
旭
区
、
平
和
区
、
北
更
別
区
、

　

昭
和
区
、
更
南
区
、
勢
雄
区
に
お
住
ま

　

い
の
方
。

●
更
別
消
防
会
館（
上
更
別
福
祉
館
隣
）

上
更
別
区
、
上
更
別
南
区
、
更
生
区
、

　

香
川
区
、
東
栄
区
、
協
和
区
に
お
住
ま

　

い
の
方
。

※
当
日
の
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら

　

午
後
６
時
ま
で
で
す
。

 
投
票
日
に
は
村
選
挙
管
理
委
員
会
発

行
の
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
選

挙
権
の
確
認
や
投
票
用
紙
交
付
の
確
認

な
ど
に
必
要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
お
忘
れ
の
場
合
で
も
、
本
人

で
あ
る
な
ど
の
確
認
を
受
け
て
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
更
別
消
防
会
館

■
役
場
庁
舎

任

7

参議院選挙には、都道府県ごとに議席が割り当てられる「選挙区」と、全国をターゲットに行わ
れる「比例区」があり、有権者は票を2票持っています。

都道府県ごとに、どの候補者が良いかを選ぶしくみです。
有権者は、自分の住んでいる都道府県の中で立候補した候補者の名前を
票に書いて投票します。北海道から2人が選ばれます。

全国の中からどの候補者が良いかを選ぶしくみです。
有権者は「政党名」もしくは「個人名」で投票します。政党名の投票者数

とその政党に属する候補者個人名の投票数を合計し、その数に応じて各政
党への議席配分が決まります。比例代表選挙では政党の名簿に属する人
の中から48名が選ばれます。

選　挙　区
北海道から２人
選ばれます

比　例　区
全国から４８人選
ばれます

更別村選挙管理委員会では、今後実施される選挙の投票所閉鎖時刻の繰上げについて３、４月
号の村広報誌にハガキを折り込み、選挙人の皆さんから意見を聞くなどして協議をしてきました。

　　　職選挙法では、原則投票所は午前７時に開き、午後８時に閉じることとされていますが、
　　　選挙人の投票に支障をきたさない場合に限り、投票所の閉鎖時刻を４時間の範囲内で繰り
上げることができるとされています。
これまで、村で行われる選挙は、公職選挙法の規定どおりに投票所を開閉してきましたが、閉
鎖時刻を短縮することで、早く開票結果が分かることや選挙経費を節減できるなど多くの効果が
見込まれます。このことから選挙人の皆さんからいただいた意見を基に協議した結果、投票所の
閉鎖時刻を２時間繰り上げることに決まりました。
これにより、今後の選挙当日の投票所の開閉時刻は午前７時から午後６時までとなります。な
お、期日前投票所の投票時刻は午前８時３０分から午後８時までと変更はありません。

公
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村
で
は
、
災
害
時
の
緊
急
連
絡
や
行
政
連
絡
の
通
信
網
に
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
、
皆
さ
ん
へ
防
災
無
線
戸
別
受
信
機

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
設
置
や
使
用
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
電
時
の
電
源
と
な
る
乾
電
池

は
、
１
年
に
１
回
を
目
安
に
交
換
し

て
く
だ
さ
い
。
乾
電
池
が
消
耗
し

た
と
き
は
、
中
段
の
ラ
ン
プ
が
赤
く

点
滅
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
長
期
間
放
置
し
て
お
く
と
、
電
池

が
液
漏
れ
す
る
な
ど
し
て
故
障
の

原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。
電
池
は

お
早
め
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

５
時
間
以
上
停
電
し
た
場
合
に

も
交
換
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
乾
電
池
購
入
の
費
用
は
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
。

台
所
の
換
気
扇
付
近
な
ど
高
温

多
湿
の
場
所
に
は
設
置
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
故
障
の
原

因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

住
宅
を
新
築
、
購
入
し
た
と
き
や

民
間
住
宅
な
ど
に
入
居
し
た
場
合

は
新
規
に
受
信
機
を
貸
し
出
し
ま

す
。
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
役
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
既
に
貸
し
出
し
を
受
け
て
い
る

　

場
合
は
除
き
ま
す
。

役
場
か
ら
概
ね
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
離
れ
た
地
域
は
屋
外
ア
ン

テ
ナ
の
設
置
が
必
要
で
す
。
受
信

機
と
共
に
ア
ン
テ
ナ
を
貸
し
出
し

音
が
出
な
い
、雑
音
が
入
る
な
ど
の
場
合

は
役
場
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
代
替
機
を

貸
し
出
し
ま
す
。

※
管
理
不
備
を
原
因
と
す
る
場
合
、修
理
費

用
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問い合せ
　役場総務課庶務・
　情報担当
　　　　�５２－２１１１

貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸
しししししししししししししし
出出出出出出出出出出出出出出
しししししししししししししし
とととととととととととととと
返返返返返返返返返返返返返返

貸
し
出
し
と
返
却却却却却却却却却却却却却却却

村
か
ら
転
出
す
る
と
き
や
、
転
居

な
ど
の
理
由
で
空
き
家
と
な
る
場

合
は
、
受
信
機
を
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

使使使使使使使使使使使使使使
用用用用用用用用用用用用用用
上上上上上上上上上上上上上上
のののののののののののののの
注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意

使
用
上
の
注
意
点点点点点点点点点点点点点点点

■
村
営
住
宅（
世
帯
向
け
住
宅
・
単

身
者
向
け
住
宅
な
ど
）

■
J
A
コ
ー
ポ
ア
メ

ポ
ア
メ
ニ
テ
ィ

■
教
員
住
宅

※
入
居
手
続
き
と
一
緒
に
受
信
機

借
用
手
続
手
続
きき
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
１
軒
に
貸
し
出
し
す
る
受

信
機
は
１
基
で
す
。
二
世
帯
住
宅

に
お
住
ま
い
の
場
合
な
ど
、
２
基
分

以
上
が
必
要
な
場
合
は
、
個
人
負
担

で
ス
ピ
ー
カ
ー
が
接
続
出
来
ま
す

の
で
、
役
場
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
同
じ
敷
地
内
に
別
棟
で
住
宅
が

あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅

に
貸
し
出
し
し
ま
す
。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

午前６時５０分午前６時１５分

午後０時３０分午後０時３０分

午後６時１５分午後６時１５分

－午後７時４５分

時 報 な し時 報 あ り

定時放送の時間表

緊急放送時は、自動的に最大緊急放送時は、自動的に最大音音
量になります量になります。。

新
築
・
購
入
・
民
間
住
宅
な
ど
に

入
居
し
た
と
き
と
、
受
信
機
設
置
済

み
住
宅
へ
入
居
し
た
と
き
と
で
は
、

手
続
き
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
退
居
す
る
とと
き
に
受受
信
機
は
、
そ

の
ま
まま
で
退退
居居
しし
てて
く
だ
さ
い
。

ま
す
の
で
、事
前
に
施
工
業
者
と
打
ち
合
わ

せ
の
う
え
、配
線
を
お
願
い
し
ま
す
。
ア
ン

テ
ナ
の
設
置
や
移
設
費
用
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

受受受受受受受受受受受受受受
信信信信信信信信信信信信信信
機機機機機機機機機機機機機機
のののののののののののののの
貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸
しししししししししししししし
出出出出出出出出出出出出出出

受
信
機
の
貸
し
出
ししししししししししししししし

受受受受受受受受受受受受受受
信信信信信信信信信信信信信信
機機機機機機機機機機機機機機
設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置
済済済済済済済済済済済済済済
みみみみみみみみみみみみみみ
住住住住住住住住住住住住住住

受
信
機
設
置
済
み
住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅

乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾
電電電電電電電電電電電電電電
池池池池池池池池池池池池池池
のののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交
換換換換換換換換換換換換換換
ララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンン
ププププププププププププププ

乾
電
池
の
交
換
ラ
ン
プ
ががががががががががががががが

点点点点点点点点点点点点点点
滅滅滅滅滅滅滅滅滅滅滅滅滅滅
しししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたた
とととととととととととととと
きききききききききききききき

点
滅
し
た
と
き
ははははははははははははははは

受受受受受受受受受受受受受受
信信信信信信信信信信信信信信
機機機機機機機機機機機機機機
のののののののののののののの
返返返返返返返返返返返返返返

受
信
機
の
返
却却却却却却却却却却却却却却却

スススススススススススススス
ピピピピピピピピピピピピピピ
ーーーーーーーーーーーーーー
カカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーー
のののののののののののののの
増増増増増増増増増増増増増増

ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設設設設設設設設設設設設設設設

設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置
はははははははははははははは
適適適適適適適適適適適適適適
所所所所所所所所所所所所所所

設
置
は
適
所
へへへへへへへへへへへへへへへ

農農農農農農農農農農農農農農
村村村村村村村村村村村村村村
部部部部部部部部部部部部部部
でででででででででででででで
はははははははははははははは
アアアアアアアアアアアアアア
ンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテ
ナナナナナナナナナナナナナナ

農
村
部
で
は
ア
ン
テ
ナ
ををををををををををををををを

故故故故故故故故故故故故故故
障障障障障障障障障障障障障障
のののののののののののののの
際際際際際際際際際際際際際際
にににににににににににににに

故
障
の
際
に
ははははははははははははははは
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消防団とは、本業を持ちながら「自分たちのまちは自分たちで
守る」という精神に基づき、地域の安全と安心を守るために活躍
している人たちが集まる、消防機関の一つです。
火災発生時における消火活動や、災害発生時における救助・救
出活動などに従事し、地域住民の生命や財産を守るために活躍し
ています。

       　

月　

日
、
ふ
る
さ
と
館
駐
車
場
で
春
季
消

２７

　
　
　

防
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
館

駐
車
場
を
会
場
に
各
分
団
ご
と
に
分
か
れ
た
団
員

が
、
息
の
合
っ
た
行
進
や
素
早
い
ポ
ン
プ
操
作
な

ど
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
移
し
て
行
わ

れ
た
模
擬
火
災
訓
練
で
は
、
建
物
か
ら
の
出
火
を

想
定
し
、
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
職
員
ら
が
避
難
す
る

と
消
防
車
３
台
が
一
斉
に
放
水
を
開
始
。
団
員
た

ち
は
火
災
現
場
さ
な
が
ら
の
見
事
な
消
火
活
動
を

行
い
、
来
賓
の
方
や
見
学
に
訪
れ
た
地
域
の
皆
さ

ん
に
頼
も
し
い
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

太　田　　智　範団 長本　

団
鈴　木　　英　治副 団 長
佐　藤　　凱　義本 部 局 長

水　口　　光　浩分 団 長

第
一
分
団

　　木　　修　一副 分 団 長
木　山　　卓　也第 一 部 長
森　　　　芳　則第 二 部 長
小　川　　誠　二第 三 部 長
林　　　　芳　博第 一 班 長
塩　田　　孝　弘第 二 班 長
石　村　　和　也第 三 班 長
鈴　木　　克　弥第 四 班 長

田　中　　康　雄分 団 長

第
２
分
団

石　井　　祐　一副 分 団 長
　　橋　　清　一第 一 部 長
佐　藤　　　　隆第 二 部 長
及　川　　政　人第 一 班 長
三　浦　　勝　彦第 二 班 長
横　洲　　健　治庶務予防班長

更別消防団幹部名簿
平成２２年４月１日現在

南 十 勝消防事務組合表彰
木　山　　卓　也功 労 表 彰
菊　池　　直　人感 謝 状

更 別 消 防 団 表 彰
菊　池　　直　人感 謝 状

表　　彰
平成２２年５月２７日

５

宮崎県での 口  蹄 疫発生を受け、７月１１日（日）に開催を予定していた「第８回国際トラクター
こう てい

 ＢＡ 
バ

 Ｍ 
ン

 ＢＡ 」の開催が中止となりました。
バ

来年への開催に向けて国際トラクターＢＡＭＢＡ実行委員会では、口蹄疫を含めた伝染病への知
識を高め、新たに準備を進めていきます。
村内の各畜産農家などでは、靴底の消毒や石灰の散布、農場内への関係者以外の立入り制限など
の侵入防止対策を行っていますので皆さんのご理解とご協力をお願いします。

※敬称略
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村
営
牧
場
で
牛
の
受
け
入
れ
が
始
ま
り

こ
の
日
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
3
6
7
頭
、

黒
毛
和
牛　

頭
が
入
牧
し
ま
し
た
。

57

牧
場
内
で
月
齢
や
品
種
ご
と
に
降
ろ
さ

れ
た
牛
た
ち
は
、
耳
標
の
確
認
や
駆
虫
薬

を
塗
布
さ
れ
た
後
、
久
し
ぶ
り
の
広
い
牧

場
で
パ
ド
ッ
ク
を
走
り
回
っ
た
り
、
モ
〜

ッ
！
と
大
き
な
鳴
き
声
を
挙
げ
た
り
少
し

興
奮
気
味
。
春
先
か
ら
続
い
た
低
温
で
心

配
さ
れ
た
牧
草
も
、
こ
の
数
日
の
陽
気
で

遅
れ
を
取
り
戻
し
、
放
牧
さ
れ
た
牛
た
ち

は
早
速
、
栄
養
満
点
の
一
番
牧
草
を
美
味

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

預
け
ら
れ
た
牛
は
牧
場
が
閉
鎖
す
る　
１０

月
下
旬
ま
で
の
間
に
平
均
で
１
０
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
以
上
も
体
重
を
増
や
し
、
ほ
と
ん

ど
の
牛
に
人
工
授
精
が
行
わ
れ
受
胎
牛
と

し
て
飼
い
主
の
元
へ
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

チ
ン
ド
ン
太
鼓

の
音
色
で
笑
顔

5/１5/１７７

村
営
牧
場
で
入

牧
開
始
！

帯
広
市
の
株
式
会
社
市
川
組（
市
川
幹

雄
代
表
取
締
役
社
長
）の
ご
厚
意
で
、東
京

で
活
躍
す
る
チ
ン
ド
ン
屋「
チ
ン
ド
ン
芸

能
社
」が
コ
ム
ニ
の
里
さ
ら
べ
つ（
村
上
道

隆
施
設
長
）を
慰
問
し
、会
場
で
は
昔
懐
か

し
い
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
サ
ッ
ク
ス
、
チ
ン
ド

ン
太
鼓
で「
リ
ン
ゴ
の
唄
」「
青
い
山
脈
」な

ど
の
名
曲
が
会
場
に
集
ま
っ
た
約
１
０
０

の
手
拍
子
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
良
く
奏
で

ら
れ
、
続
い
て
こ
の
時
期
の
北
海
道
ら
し

い『
春
』を
テ
ー
マ
に「
菜
の
花
畑
」「
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
」な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ン
ド
ン
芸
能
社
の
方
が「
ま
た
来
年
、

お
会
い
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」と
述
べ
、
最
後
は
全
員
で
合
唱
し
、

会
場
に
は
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
溢
れ
て
い
ま

し
た
。

　更高で交通安全集会５/１５/１１１　美しい村づくりのため５/１５/１６６

更
別
農
業
高
等
学
校
で
例
年
開
催
し
て

い
る
交
通
安
全
集
会
が
行
わ
れ
、
南
十
勝

消
防
事
務
組
合
更
別
支
署
の
職
員
を
講
師

に
招
き
、
全
校
生
徒
が
救
急
救
命
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

山
田
英
吉
校
長
が「
昨
年
更
別
で
も
死

亡
交
通
事
故
が
あ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
絶
対
起
こ
さ
な

い
よ
う
し
っ
か
り
と
学
ん
で
下
さ
い
」と

挨
拶
を
し
、
集
会
で
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
を

使
っ
て
応
急
手
当
の
必
要
性
な
ど
を
学
ん

だ
り
、
消
防
職
員
が
止
血
の
方
法
を
実
際

に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
っ
て
説
明
し
た
り

と
、生
徒
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は「
救
急
車
の
搬
送
に
ど
の

く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の
か
」「
ど
の
く

ら
い
の
出
血
で
死
亡
す
る
の
か
」な
ど
の

救
急
救
命
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
消
防
職

員
は
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し

た
。自

然
豊
か
な
美
し
い
村
づ
く
り
の
た
め

約
１
５
０
名
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
恒
例

の
植
樹
祭
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

す
も
も
の
里
周
辺
で
行
わ
れ
た
植
樹
祭

で
は
、
第
６
回
ニ
ト
リ
北
海
道
応
援
基
金

と
し
て
１
０
０
万
円
の
助
成
を
受
け
、
用

意
さ
れ
た
ナ
ナ
カ
マ
ド
や
ク
ラ
ブ
ア
ッ
プ

ル
な
ど
７
種
類
の
苗
木
２
８
３
本
に
「
大

き
く
育
て
」
と
願
い
を
込
め
て
植
え
て
い

き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
村
と
更
別
村
地
域
安
全
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
村
民
会
議
の
共
催
で
南
９
線

の
道
路
沿
い
を
中
心
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
が

行
わ
れ
、
全
長　

キ
ロ
メ
ー
ト
で
集
め
ら

１８

れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
に
な

り
ま
し
た
。
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自
然
と
開
発
と
の
共
存
を
図
り
、
村
の

未
来
の
た
め
植
樹
や
地
域
の
環
境
観
察
な

5/25/233 ５/２５/２１１

ど
の
活
動
を
し
て
い
る「
更
別
の
自
然
を

考
え
る
会
」（
岡
政
之
助
代
表
）が
平
成　
２０

年
度
か
ら
、
村
福
祉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
の
緑
地
に
植
え
ら
れ
て
い
た
広
葉

樹
が
枯
れ
た
こ
と
か
ら
、
緑
化
を
目
的
に

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
５
月
３
日
に
会
員
８
人
が
集
ま

り
南
３
線
沿
い
の
村
有
地
か
ら
２
本
の
サ

ク
ラ
の
木
を
移
植
し
、
大
き
く
穴
を
掘
っ

た
り
木
が
風
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
支
柱
で

補
強
し
た
り
と
、
診
療
所
を
訪
れ
る
人
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
満
開
の
サ
ク
ラ
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
と
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
２
週
間
近
く
遅
れ
て
５
月　
２３

日
に
は
移
植
し
た
サ
ク
ラ
が
満
開
に
な

り
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　移植したサクラが満開 　右みて！左みて！

子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
村
内
の
幼
稚
園
や

小
学
校
で
青
空
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

更
別
幼
稚
園
で
は
、
遊
戯
室
に
集
ま
っ

た
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
前
で
、
帯

広
警
察
署
か
ら
招
か
れ
た
女
性
警
察
官
の

末
津
有
加
巡
査
が
、
時
折
ク
イ
ズ
を
交
え

な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
に
関
す
る
紙
芝
居
を

披
露
。
続
い
て
国
道
２
３
６
号
線
で
道
路

横
断
の
練
習
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

信
号
が
青
に
変
わ
る
と
左
右
の
確
認
を
行

い
、
手
を
大
き
く
上
げ
し
っ
か
り
と
横
断

歩
道
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
長
田
敏
幸
更
別
駐
在
所
長
が

「
先
生
や
お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん
の
言
う
こ

と
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」と
子
ど
も

た
ち
に
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

5/２5/２９９

勝
利
を
め
ざ
し
て
！
中
央
中
体
育
祭

今
年
で　

回
目
と
な
る
中
央
中
学
校
の

３３

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
生
徒
が
赤
組
と
白

組
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
、
勝
利
を
め
ざ
し

て
白
熱
し
た
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
生
徒
会
長
の
七
海
健
太

郎
さ
ん
が「
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
成
果

を
発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」と
挨

拶
。
３
年
生
の
石
原
龍
平
さ
ん
と
小
野
寺

聖
さ
ん
が「
正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と
を
誓

い
ま
す
」と
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
応
援
に
来
た
皆
さ
ん
か

ら
の
声
援
を
受
け
、
騎
馬
戦
や
綱
引
き
、

リ
レ
ー
な
ど
の
競
技
に
挑
み
、
仲
間
と
共

に
力
を
合
わ
せ
、
最
後
は
両
組
の
健
闘
を

讃
え
あ
い
、
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
体
育
祭

と
な
り
ま
し
た
。



1212各課・施設の電話／メールアドレス　�　議会事務局　�５２－２１１７　�gikai@sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　�　農業委員会　�５２－２１１６　�nougyou@sarabetsu.jp

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
ハ
ガ
キ
は
３
ヵ
月
ご
と
に
広
報
紙
へ
折
込
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

　学生とその保護者が対象となりま

　す。

●申し込み

電話かＦＡＸで住所・氏名・電話番

　号を、教育委員会事務局へご連絡く

　ださい。

●受付期間

６月１１日（金）～６月２５日（金）

●問い合せ

　教育委員会事務局生涯学習推進担当

�５２－３１７１

　　　　　　　　　　　�５２－３１７３

 
　　ごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存知知知知知知知知知知知知でででででででででででですすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？ご存知ですか？　
「「「「「「「「「「「「国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金基基基基基基基基基基基基金金金金金金金金金金金金「国民年金基金」」」」」」」」」」」」」

国民年金基金は、自営業の方など国

民年金の第１号被保険者で保険料を納

めている６０歳未満の方が加入できる国

民年金の上乗せ年金として創設された

公的年金制度です。

●加入するとこんなメリット

◆掛金は全額社会保険料控除となり

税金が軽減されます。

◆加入したときの掛金や受け取る年

金額は変わりませんので自分に合

わせた年金設計ができます。

◆保証付に加入した方が保証期間内

に亡くなられた場合、遺族の方に

一時金が支給されます。

●問い合せ

　北海道国民年金基金　

　　　　　　　　�(0120)６５－４１９２

 
村村村村村村村村村村村村・・・・・・・・・・・・道道道道道道道道道道道道民民民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税税税第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１期期期期期期期期期期期期納納納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期期期限限限限限限限限限限限限はははははははははははは村・道民税第１期納期限は 

６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月３３３３３３３３３３３３００００００００００００日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（水水水水水水水水水水水水６月３０日（水）））））））））））））
納税には便利で確実な口座振替をご

利用ください。

●問い合せ

　役場住民生活課住民税担当　　　　

　　　　　　　　　　　　�５２－２１１２

イイイイイイイイイインンンンンンンンンンフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォメメメメメメメメメメーーーーーーーーーーシシシシシシシシシショョョョョョョョョョンンンンンンンンンン ここここここここここううううううううううほほほほほほほほほほうううううううううう ささささささささささららららららららららインフォメーション　こうほう　さらべべべべべべべべべべべつつつつつつつつつつつ

 
　

消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活専専専専専専専専専専専専門門門門門門門門門門門門相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談員員員員員員員員員員員員資資資資資資資資資資資資消費生活専門相談員資格格格格格格格格格格格格格
取取取取取取取取取取取取得得得得得得得得得得得得にににににににににににに挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦ししししししししししししまままままままままままませせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかか取得に挑戦しませんか？？？？？？？？？？？？？
独立行政法人国民生活センターでは

消費生活専門相談員の資格認定試験を

行います。

消費生活専門相談員は、商品やサー

ビスなどの契約で発生したトラブルの

相談業務に応じるために必要な一定以

上の知識と能力を持ち合わせているこ

とを独立行政法人国民生活センターが

認定する資格です。有資格者は全国に

500以上設置されている消費生活セン

ターなどで、地域の方の消費生活に関

するさまざまな相談に応じています。

●１次試験（全国統一）

◆内　　容　筆記・論文

　◆試 験 日　１０月２日（土）

●２次試験（北海道）

◆内　　容　面接

　◆試 験 日　１１月２３日（火）

●受付期間

７月５日（月）～８月９日（月）

●問い合せ

　国民生活センター資格制度事務局

�（０４２）７５８－３１６４

国民生活センターＨＰ

　　　　http://www.kokusen.go.jp

税税税税税税税税税税税税務務務務務務務務務務務務職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員をををををををををををを募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集ししししししししししししまままままままままままま税務職員を募集しますすすすすすすすすすすすす

札幌国税局では、税務職員を募集し

ます。人事院が実施する国家公務員採

用�種（税務）試験の最終合格者の中か

ら採用されます。

●受験資格

平成元年４月２日から平成５年４月

１日までに生まれた方

●試験程度

高等学校卒業程度

●受付期間

　６月２２日（火）～６月２９日（火）

●申し込み

　〒０６０－００４２

　札幌市中央区大通西１２丁目

　人事院北海道事務局

　　　　　　　　　�（０１１）２４１－１２４８

●１次試験　９月５日（日）

※教養試験、適性試験、作文試験

●２次試験　

１０月１４日（木）～２１日（木）までの指定

する１日

※人物試験、身体検査

●問い合せ

　札幌国税局人事第２課

　　　　�（０１１）２３１－５０１１（内線２３１５）

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏期期期期期期期期期期期期夏期「「「「「「「「「「「「「夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢民民民民民民民民民民民民 夢  民 講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座」」」」」」」」」」」」再再再再再再再再再再再再募募募募募募募募募募募募講座」再募集集集集集集集集集集集集集
むー みん

夢民講座では、次の講座の受講者を

再募集します。

●対　　象

村内にお住まいの１８歳以上の方。た

　だし、親子仲良しヨガについては小

生活に役立つカラーレッスン講座名

７月６日、１３日、２０日
８月３日、１０日、１７日（火）

日　程

午後６時３０分～時　間

農村環境改善センター会　場

初回分１，２００円程度材料費

２，０００円受講料

親子仲良しヨガ講座名

７月１０日（土）日　程

午前１０時～時　間

農村環境改善センター会　場

無料材料費

５００円受講料

中国文化紹介講座講座名

６月２９日（火）日　程

午後７時～時　間

農村環境改善センター会　場

無料材料費

５００円受講料

中国家庭料理教室講座名

７月６日（火）日　程

午前１１時～時　間

農村環境改善センター会　場

５００円材料費

５００円受講料

ビジネスマン元気回復講座講座名

７月３０日
８月６日、１３日、２０日
９月３日、１０日、１７日、２４日（金）

日　程

午後７時～時　間

農村環境改善センター会　場

無料材料費

２，０００円受講料

13 各課・施設の電話／メールアドレス　�　保健福祉課　　　　　�５３－３０００　�hoken@sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　�　国民健康保険診療所　�５２－２３０１　�shinryousyo@sarabetsu.jp

くくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりんんんんんんんんんんんんセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーのののののののののののの休休休休休休休休休休休休館館館館館館館館館館館館くりりんセンターの休館日日日日日日日日日日日日日

　７月１９日（月）の「海の日」は、休館日

です。くりりんセンターへのごみの持

ち込みはできません。

●問い合せ

　くりりんセンター

　帯広市西２４条北４丁目

　　　　　　　　　　　　�３７－３５５０

６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月はははははははははははは北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道のののののののののののの年年年年年年年年年年年年次次次次次次次次次次次次有有有有有有有有有有有有６月は北海道の年次有給給給給給給給給給給給給給
休休休休休休休休休休休休休暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇取取取取取取取取取取取取得得得得得得得得得得得得促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間でででででででででででで暇取得促進月間ですすすすすすすすすすすすす
北海道は全国平均に比べ、年次有給

休暇の取得率が低いといわれていま

す。休暇の取得は勤労意欲の回復、生

産性の向上など企業にとっても大きな

意味を持ちます。有能な人材の育成、

定着のためにも休暇が取りやすい環境

づくりに取り組みましょう。

●問い合せ

　北海道労働局労働基準部監督課　　

　　　　　　　　　�（０１１）７０９－２３１１

学学学学学学学学学学学学院院院院院院院院院院院院見見見見見見見見見見見見学学学学学学学学学学学学会会会会会会会会会会会会をををををををををををを開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催学院見学会を開催 
帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯広広広広広広広広広広広広高高高高高高高高高高高高等等等等等等等等等等等等看看看看看看看看看看看看護護護護護護護護護護護護学学学学学学学学学学学学帯広高等看護学院院院院院院院院院院院院院

帯広高等看護学院では、看護師に興

味・関心のある方を対象に、学院見学

会を開催します。将来、看護師を希望

している方の参加をお待ちしていま

す。詳しくはお問い合せください。

●日　　時　７月２６日（月）

　午前の部　午前１０時～午前１１時３０分

　午後の部　午後１時～午後２時３０分

●場　　所

　帯広高等看護学院

　帯広市西１１条南３９丁目

●内　　容

学院内見学、血圧測定などの体験学

習など

●対 象 者

　高校２年生以上

●参 加 料　無料

●持 ち 物　上履き

●申し込み

氏名、学年または年齢、学校名、性

別、午前・午後の別を添えて電子メー

ルまたは電話で申し込みください。

●受付期間

　７月１２日（月）～１６日（金）

　電話受付時間　午前９時～午後５時

●問い合せ

　帯広高等看護学院　　　�４７－８８８１

　�obikan@m2.octv.ne.jp

村村村村村村村村村村村村のののののののののののの財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況をををををををををををを公公公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表表表ししししししししししししまままままままままままま村の財政状況を公表しますすすすすすすすすすすすす

村では、財政状況を皆さんに公表し

ています。平成２２年度の予算状況と平

成２１年度下半期の財政運営状況をまと

めた「財政状況説明書」を閲覧すること

が出来ますので、閲覧をご希望の方は

役場総務課へお訪ねください。

●閲覧期限

　平成２２年５月３１日（月）から

　平成２３年５月３０日（月）まで

●問い合せ

　役場総務課財務・管財担当　　　　

　　　　　　　　　　　　�５２－２１１１

６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月はははははははははははは外外外外外外外外外外外外国国国国国国国国国国国国人人人人人人人人人人人人労労労労労労労労労労労労働働働働働働働働働働働働者者者者者者者者者者者者６月は外国人労働者 
問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓発発発発発発発発発発発発月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間でででででででででででで題啓発月間ですすすすすすすすすすすすす
近年、道内在住の外国人労働者数が

増加する一方で、社会保険が未加入で

あったり、日本語や日本の労働慣習を

習熟していないことから適正な労働条

件が確保されていないなどの問題が見

られます。

●外国人を雇い入れる前の確認事項

◆就労が認められる在留資格である

こと。

◆雇い入れ・離職はそれぞれハロー

ワークに届出を行うこと。

◆社会保険加入などの雇用管理を適

正に行うこと。

厚生労働省では雇用対策法に基づ

く、外国人労働者の適正な雇用管理の

ための指針を定めていますので事業主

の方はご協力をお願いします。

●問い合せ

　ハローワーク帯広　　　�２３－８２９６

 
家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭用用用用用用用用用用用用生生生生生生生生生生生生ごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみ処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理家庭用生ごみ処理容容容容容容容容容容容容容器器器器器器器器器器器器のののののののののののの器の
購購購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入入助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成ををををををををををををししししししししししししてててててててててててていいいいいいいいいいいいまままままままままままま購入助成をしていますすすすすすすすすすすすす
更別村地域安全・コミュニティ村民

会議では家庭から排出される生ごみの

自然処理を推進し、ごみの減量化を図

るため家庭用生ごみ処理容器の購入助

成をしています。

●対 象 者

　村内に住所を有する個人

●助成商品

　◆家庭用生ごみ処理容器　１３０㍑

　◆家庭用生ごみ処理容器　２３０㍑

●助成基準

　◆一世帯２個までの助成

　◆指定販売業者からの購入

※一度助成を受けられた方は６年間

助成対象となりません。

●指定販売業者

　◆有限会社小川建設

　◆有限会社増田商店

　◆株式会社ヤマジョウ

　◆Ａコープさらべつ店　　※順不同

●助 成 額

１個につき３，０００円

●受付期間

６月１日（火）～８月２日（月）

●申し込み

事前に指定の交付申請書を事務局に

　提出してください。

●問い合せ

　更別村地域安全・コミュニティ村民会議

　事務局（役場住民生活課環境衛生担当）　

　　　　　　　　　　　　�５２－２１１２



各課・施設の電話／メールアドレス　�　教育委員会　　　　　　　　　�５２－３１７１　�kyoui@sarabetsu.jp
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『
校
内
意
見
発
表
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場
し
て
』

生
活
科
学
科
１
年　

今
川　

里
穂

　

５
月　

日
に
校
内
意
見
発
表
大

２０

会
が
行
わ
れ
、
私
は
ク
ラ
ス
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
元
々
、
人
前

で
話
す
の
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
、
す

ご
く
緊
張
し
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ

た
と
き
は
手
が
震
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。私

は
今
年
の
４
月
９
日
に
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
ペ
ッ
ト
の「
も
も
」の

こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
、
も
も

が
息
を
引
き
取
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

の
こ
と
、
自
分
が
思
う
命
の
大
切
さ

や
一
緒
に
過
ご
す
時
間
の
大
切
さ
を

話
し
、
ど
れ
も
気
持
ち
を
込
め
て
話

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
ま
で
は
放
課
後
、
担
当
の
坂

本
先
生
と
読
み
方
の
工
夫
や
ス
ピ
ー

ド
に
気
を
つ
け
な
が
ら
練
習
を
し
ま

し
た
。
私
は
文
章
を
読
む
こ
と
に
あ

ま
り
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
坂
本
先

生
の
サ
ポ
ー
ト
に
す
ご
く
助
け
ら
れ

ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

大
会
当
日
ま
で
の
練
習
期
間
、
不

安
や
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
自

分
自
身
に
と
っ
て
、
と
て
も
良
い
経

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
人
前
で

話
す
こ
と
に
少
し
だ
け
慣
れ
る
こ
と

も
で
き
た
し
、
自
分
自
身
の
成
長
に

繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
校
内
意
見

発
表
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
無
駄
に

せ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
今
回

の
発
表
が「
も
も
」に
届
い
て
い
る
と

嬉
し
い
で
す
。
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――
更
別
村
の
印

更
別
村
の
印
象象

初
め
て
更
別
村
に
来
た
の
は
、

年
も
前
に
な
り

初
め
て
更
別
村
に
来
た
の
は
、　

年
も
前
に
な
り
まま

1010

す
。
帯
広
空
港
か
ら
サ
ー
キ
ッ
ト
に
向
う
途
中
、
こ

す
。
帯
広
空
港
か
ら
サ
ー
キ
ッ
ト
に
向
う
途
中
、
こ
れれ

ぞ
北
海
道
と
い
う
景
色
に
心
が
躍
っ
た
の
が
一
番
最

ぞ
北
海
道
と
い
う
景
色
に
心
が
躍
っ
た
の
が
一
番
最
初初

の
印
象
で
し
た

の
印
象
で
し
た
。。

―
新
た
な
魅

―
新
た
な
魅
力力

イ
ベ
ン
ト
や
利
用
内
容
の
細
か
な
見
直
し
を
行
っ

イ
ベ
ン
ト
や
利
用
内
容
の
細
か
な
見
直
し
を
行
っ
てて

い
ま
す
。
磁
気
装
置
の
埋
め
込
み
に
よ
る
ラ
ッ
プ
タ

い
ま
す
。
磁
気
装
置
の
埋
め
込
み
に
よ
る
ラ
ッ
プ
タ
イイ

マ
ー
の
使
用
が
可
能
に
な
る
こ
と
や
、
更
別
村
の
特

マ
ー
の
使
用
が
可
能
に
な
る
こ
と
や
、
更
別
村
の
特
産産

品
や
地
元
企
業
と
の
積
極
的
な
交
流
に
よ
り
、
新
し

品
や
地
元
企
業
と
の
積
極
的
な
交
流
に
よ
り
、
新
し
いい

付
加
価
値
を
生
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す

付
加
価
値
を
生
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。。

―
今
後
の
展

―
今
後
の
展
開開

例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
で

例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
で
すす

が
、
全
国
か
ら
北
海
道
を
目
指
す
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ

が
、
全
国
か
ら
北
海
道
を
目
指
す
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ンン

グ
イ
ベ
ン
ト
や
、
エ
コ
カ
ー
レ
ー
ス
な
ど
の
構
想
も

グ
イ
ベ
ン
ト
や
、
エ
コ
カ
ー
レ
ー
ス
な
ど
の
構
想
も
進進

め
て
い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ま
と
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

め
て
い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ま
と
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
もも

検
討
し
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
は
随
時
募
集
中
で
す

検
討
し
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
は
随
時
募
集
中
で
す
。。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
で
は
、
サ
ー
キ
ッ
ト
の

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
で
は
、
サ
ー
キ
ッ
ト
の
空空

い
て
い
る
駐
車
場
に
大
規
模
な
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

い
て
い
る
駐
車
場
に
大
規
模
な
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設設

置
す
る「
十
勝
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
ス
ピ
ー
ド
ウ
エ
イ
」構

置
す
る「
十
勝
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
ス
ピ
ー
ド
ウ
エ
イ
」構
想想

な
ど
が
あ
り
ま
す

な
ど
が
あ
り
ま
す
。。

―
住
民
の
皆
さ
ん
に
一

―
住
民
の
皆
さ
ん
に
一
言言

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
でで

す
。
更
別
村
か
ら
全
国
に
向
け
発
信
す
る
た
め
に
は

す
。
更
別
村
か
ら
全
国
に
向
け
発
信
す
る
た
め
に
は
、、

日
頃
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
協
力
が
、
な
に
よ
り
も

日
頃
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
協
力
が
、
な
に
よ
り
も
大大

切
な
支
え
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
運
営
移
管
を
契

切
な
支
え
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
運
営
移
管
を
契
機機

に
、
ス
タ
ッ
フ

に
、
ス
タ
ッ
フ
一一
同
地
域
に
貢
献
で
き
る
サ
ー
キ
ッ

同
地
域
に
貢
献
で
き
る
サ
ー
キ
ッ
トト

と
し
て
、
新
し
く
一
歩
を
踏
み
出
し
て
行
き
ま
の
で

と
し
て
、
新
し
く
一
歩
を
踏
み
出
し
て
行
き
ま
の
で
宜宜

し
く
お
願
い
し
ま

し
く
お
願
い
し
ま
すす
。。

昨
年
８
月
か
ら
国
際
公
認
サ
ー
キ

ッ
ト
場
、
十
勝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
経
営
を
引
き
継

い
だ
Ｍ
Ｓ
Ｆ
株
式
会
社（
本
社
・
東
京
）

が
、
４
月
か
ら
新
た
に
通
称
を
短
く
読

み
や
す
い
よ
う
に「
十
勝
ス
ピ
ー
ド
ウ

ェ
イ
」と
し
て
運
営
を
開
始
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
中
、
５
月
５
日
に
は「
十
勝
ス
ピ

ー
ド
ウ
ェ
イ
誕
生
祭
」が
開
催
さ
れ
道

内
各
地
よ
り
大
勢
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
愛
好
者
が
集
ま
る
な
ど
、
盛
り
上

が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

今
回
、
同
社
の
梅
川
真
明
代
表
取
締

役
社
長
に
新
た
な
魅
力
や
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。 梅  川  真  明 さん

うめ かわ まさ あき

函館市出身。明治大学卒業後、民間
会社に勤務。平成３年にＭＳＦ㈱を
設立し代表取締役に就任。携帯電話
向けゲームの開発などを手がける。
十勝スピードウェイ施設代表責任
者。

タ
シ
ー
ル
・
ハ
メ
ッ
ト
の
不
朽

の
名
作「
マ
ル
タ
の
鷹
」の
今
ま
で

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
伝
説
は
こ
こ
か

ら
始
ま
っ
た
。

１
日
２
ペ
ー
ジ
、
そ
の
日
に
ま

つ
わ
る
物
語
を
読
ん
で
、
今
日
と

い
う
１
日
を
１
０
０
倍
楽
し
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

「
い
つ
か
は
か
た
づ
け
よ
う
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」で
も
、か

た
づ
け
ら
れ
な
い
あ
な
た
へ
・・・・

ひすいこうたろう・藤ひすいこうたろう・藤沢沢
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５
月　

日
に
村
農
協
青
年
部
が

２４

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
と
更
別
・
上
更

別
両
幼
稚
園
で
野
菜
栽
培
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

上
更
別
幼
稚
園
で
は
７
名
の
部

員
が
訪
れ
、
同
部
書
記
長
の
田
井

一
彰
さ
ん
が
「
野
菜
が
夏
や
秋
に

収
穫
で
き
る
よ
う
苗
や
種
を
大
事

に
扱
っ
て
植
え
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
を
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど　

種
類
の
野
菜
を
植
え
て

１０

い
き
、
最
後
に
「
こ
ん
な
に
手
袋

が
汚
れ
た
よ
！
」
と
頑
張
っ
た
証

を
カ
メ
ラ
に
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
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６６

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録録

３０　　３０３３日日（5月31日現在（5月31日現在））

■5月の村内交通事故件■5月の村内交通事故件数数

　　 ６６件件（人身０件 物損６（人身０件　物損６件件））

【今年１月からの計４３件　　　　　【今年１月からの計４３件】】

■5月の村内犯罪発生件■5月の村内犯罪発生件数数

　　 １１件件

【今年１月からの計３件　　　　　【今年１月からの計３件】】

地域安全ニュース

希望者のみ掲載

戸籍の窓口
平
成　

年
６
月
５
日
生

２１

柏
町

 
佐  
藤 　
　
 
玲 

さ 

と
う 

れ
い

く
ん

いつも食欲旺盛、バナナ大好き

の次男『れい』です。常に動いてい

て声も大きく元気いっぱいです。

丈夫で元気な、たくましい子にな

ってください。

　　　　　　　　　裕・久美子
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ん

高速ハイハイで家の中を探検し

いろいろな物を発見する志央！や

んちゃ振りを発揮しています。穏

和なお兄ちゃんが大好きです☆兄

弟仲良く楽しく育ってね♪

　　　　　　　　　貴史・美幸
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生

２１

２８
曙
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細  
川 　
 
俊  
輔 

ほ
そ 

か
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し
ゅ
ん 
す
け

く
ん

たくさん食べて大きくなったら

一緒にキャッチボールをするぞぉ

ー！！他人を思いやる気持ちを大

切にして優しい子に育ってくださ

い。

　　　　　　　　　　昇・裕子

■人■人　口口
３，４8３，４8８８人人（±０人（±０人））【内【内外国人３０人外国人３０人】】

　男１，７22男１，７22人人（（－１－１人）人）
【内外国人１５人【内外国人１５人】】

　女１，７66女１，７66人人（＋（＋１１人人））
【内外国人１５人【内外国人１５人】】

■世帯■世帯数数
　１１，，２77世２77世帯帯（±０（±０））

【内外国人１４世帯【内外国人１４世帯】】

※5月31日現在※5月31日現在。。（ ）（　）内は前月末比。内は前月末比。

人のうごき

おおおおおおおおおお悔悔悔悔悔悔悔悔悔悔ややややややややややみみみみみみみみみみ申申申申申申申申申申しししししししししし上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげままままままままままお悔やみ申し上げますすすすすすすすすすす

若　林　良　子さん　８６歳
　　　　　　　（柏　　　町）

佐　伯　愛　子さん　９７歳
　　　　　　　（柏　　　町）

宗　像　亀　雄さん　９２歳
　　　　　　　（南更別区）

 畠 　 山 　
はたけ やま

 暖 　 菜 ちゃん
はる な

　大　範・麻　里（若　葉　町）

 早 　 坂 　 知  優  希 ちゃん
はや さか ち ゆ き

　　正　直・靖　代（更　別　区）

 安 　 村 　 妃  菜  多 ちゃん
やす むら ひ な た

　　眞太朗・由　佳（南 更 別 区）
※保護者敬称略

誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕生生生生生生生生生生おおおおおおおおおおめめめめめめめめめめででででででででででとととととととととと誕生おめでとううううううううううう


